
成27 宮城県認知症 フェ設置 進・普及啓発事業

木 ン フェ

開催報告

特定非営利活動法人 木会



成27 宮城県認知症 フェ設置 進・普及啓発事業

認知症 フェ設置・運営事業

・モ 的 フェ 設置・運営( 5回開催)

・知識・技術 集積

認知症 フェ設置運営 ュ 作成

・ フェ 効果的 設置運営方法 ュ 作成

認知症 フェ普及 進 修

・ ュ 活用 関 者向 修 開催

・認知症劇 活用 フェ 普及啓発



ン フェ(認知症 フェ) ・・・

• ン フェ 認知症 フェ 認知症 人 家族 地域住民 専門

職等 誰 参加 集う場

• 認知症施策推進５ 計 ン プ ン 認知症 人やそ

家族等 対 支援 認知症 フェ 普及 認知症 人

やそ 家族等 対 支援 推進 位置 い

※公益社団法人認知症 人 家族 会 認知症 フェ あ 方 運営 関

調査 究事業報告書 引用



ン フェ 可能性(期待 役割)

レンジ
フェ

気

伝え活動

広



気 役割

い 集う方々 気 近 物
忘 激 い 場所や時間・人 間 え 元気

変化 気付 参加 方々
困 い 問題・課題 発見

例 ・顔色や具合 悪そう

・最近 フェ 参加 い

・長い間顔 い

・最近 挨拶 い

・家 閉 い

・話 噛 合わ い

・奥 ( 主人 )認知症 う



伝え 役割

発見 困 解決 何 必要 考え 専門

職 相談 地域 資源 調 内容 伝え

(例)・ 護保険 公的 サービ や制

・相談 場所

・ 療機関 情報

そ 人 適 制 や相談先 あ 利用 問題

刻 前 手 打

ン フェ 相談コー ー 設置 効果的



役割

対応 難 い ー 地域 民生委員・地域包括支援 ンター・ 療

機関 専門機関 情報提供や橋渡 行い

対応 問題 刻化 防



④広げる役割

・認知症 人 社会的 や役割 得 他者 会話や趣味活動 通
出来 あ 発見 自 取 戻 機会

・施設 入所 い 認知症 人 社会 接 持 場

・認知症初期 既存 護サービ 馴染 い人や 認知症 告知
い い人 気軽 集い 専門職 人 相談 機会

・認知症 人 護 家族 護サービ 等 情報 気軽 得 機会

・認知症 人 護 家族 士 語 合う 実体験 基 護 工
夫 学び 良い機会
・家族 認知症 人 普段 う姿や第 者 認知症 人 関わ 方
見 理解 場
・認知症 人 地域住民 出会い 交流 場
・地域住民 認知症 自 近い将来 身近 え 自 地
域 い 支援 必要 考え
・世代や 害 越え 地域住民 士 生活 一場面 交流出来
・ 療・ 護 専門職 地域住民や地域 暮 認知症 人 出会う 認
知症 通 地域作 考え
・ 療・ 護 専門職 護 家族・認知症 人 立場 交流 場

・ 民 ン 認知症 人 関わ 理解 場



活動 役割

・ ン フェ 参加 護家族や地域住
民 内会・民生委員・児童委員・専門職・行政 専門機
関 連携 後 地域 実現可能 認知症 人 支援
い 話 合え う 地域住民 士 交流 生

・ ン フェ 参加 地域住民 自 身 周 い
認知症 人 サ ー う 認知症
人 地域 人々 自然 う

・地域 ン や認知症サ ーター 認知症 人
支援・関わ 方 い 学び 活躍 場 広 い



法人 運営理念

住 慣 中 安心 安 あ 暮 毎日

楽 自由 あ 自 大 共

生 喜び 笑顔 絶え い暮 地域 開 環境

育 ーム そ 日 大 生 目指

特定非営利活動法人 木会 取 組



・運営推進会議 委員 方々 主 説明・協力依頼

・文書 家族会 ープ ーム 入居者 家族 主 説明

・ 民憩い 日 集い 長 地域住民 呼び

・ 内会 掲示板 ター掲示

・施設玄関前 ター掲示

・運営推進委員( 長・民生委員)や行政 協力 認知症

方々や地域住民・ ン ・認知症サ ーター 声掛

・チ 作成 近隣住民 配

・1回目以降 会 終了時 回開催日 告知

1.広報活動 い



2. ン フェ 開催 向 運営推進会議 活用
地域密着型施設 運営推進会議 ・・・

・実施 い ・・・2 月 1回実施

・参加者 い ・・・行政(役場・包括支援 ンター)・地 長・

民生委員・近隣住民代表・家族代表・入居者

代表・施設 代表者・事業所 管理者・相談員

・内容・意義

施設 運営状況 報告

認知症や ープ ーム 生活 理解

地域 情報 得

互助 関 築

地域 頼 拠



3. 木 ン フェ コン プ

も安心 住み続 地域

会う人 挨拶や声掛 出来 関係性 構築

顔 み 様々 変化 気 出来

も気軽 立 寄 相談室 (介護や認知症 い )

地域力を活 地域 知恵を借 も 考え 関係性



4. 木 ン フェ 実施状況

・第1回 8月6日 午前10時30 ～午後12時 参加者25

顔合わ ・ 茶飲 会・包括支援 ンター主任 出前講

・第2回 9月4日 午後3時～午後4時30 参加者29

茶飲 会・包括支援 ンター主任 出前講

・第3回 10月3日 午後12時30 ～午後2時

参加者88 (う ン フェ32 )

木会芋煮＆サン 祭 合 開催・屋外 芋煮会

・第4回 11月5日 午後3時～午後4時30 参加者27

体操講師 運動講 ・ 茶飲 会・認知症 い

勉強会

・第5回 12月14日 午前10時～午後12時

茶飲 会・ ー 作 (予定)



茶や 菓子 フサービ コー ー



地域 方 集 笑顔 あふ



行政や専門職 方々 協力



地域包括支援 ンター主任 暮 役立 出前講
熱中症予防 い



地域 体操講師 ン 運動講



一 一 動作 楽 教え



6. ン フェ実施 効果

認知症 方 効果

・家 方 近 気軽 立 寄 居場所 出来

・表情 変化 地域 人 交流 明 活 活 表情 見

地域 効果

・認知症 方 認知症 い方 自然 交流 姿 見

・ ン 活動や認知症サ ーター 関心 高

・施設職員 認知症 方 接 方 見 勉強

ン ・認知症サ ーター 方 効果

・実 認知症 方 関わ 理解 出来

運営 タッフ・事業所 効果

・地域 暮 認知症 方 出会う 認知症 通 地域
役割 気 出来

・地域 方々 交流 通 事業所 持 可能性 気 出来

・地域や行政・専門職 方々 協力体制 構築 共 地域 い 考
え 出来



7. 後 課題

・基本的 自由参加 人数 把握 難 い

・一人 来 い方 参加支援

・開催会場 ー 問題

・事業所 運営 難 い 地域や行政・専門職 連携 不可

・人材確保・認知症 理解 ン 育成

・ ン フェ 質 向 ・内容 充実

・参加者 ー 把握

・そ 他(感染症対策・個人情報 問題 )



8． ・発展 向 ・・・

・頑張 い 肩肘 張 運営側 ッ ・・

・交流重視 役立 護情報や楽 盛 込

・将来的 運営主体 地域 方々 施設職員 サ ー

楽 ・気軽 ・活 活 誰 集え 地域交流 場


